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町
の
産
業
振
興
に
必
要
な
技
術
の
研
究
や
、

町
内
の
資
源
活
用
に
よ
る
新
商
品
の
開
発
な

ど
、
西
ノ
島
町
の
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
新

た
な
事
業
を
幅
広
く
対
象
と
し
ま
す
。

　

予
算
の
範
囲
内
で
町
長
が
認
め
た
額
を
交
付

し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
事
業
は
、
西
ノ
島
町
事
業

開
発
等
審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
審
査
結
果
は

応
募
者
へ
通
知
し
ま
す
。

　
「
事
業
開
発
等
指
定
申
請
書
（
様
式
１
号
）」、

「
計
画
書
」、「
収
支
計
画
」
を
添
付
し
、
役
場

地
域
振
興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

随
時
募
集

※
申
請
書
及
び
参
考
様
式
が
必
要
な
場
合
や
ご

相
談
は
役
場
地
域
振
興
課　
（
７
）
８
７
７
７

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

産
業
振
興
奨
励
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
補
助

金
額
等
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。
よ
り
町
民
の
み

な
さ
ま
に
使
い
や
す
い
制
度
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

主
な
拡
充
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
ハ
ー
ド
部
分
の
補
助
金
額
上
限
を
拡
充
し
ま

す
！

　

従
来
の
ハ
ー
ド
部
分
（
備
品
購
入
や
工

事
費
に
あ
た
る
部
分
）
の
補
助
金
額
上
限

１
０
０
万
円
を
５
０
０
万
円
に
大
幅
に
拡
充

し
ま
す
。

・
継
続
事
業
も
補
助
対
象
と
し
ま
す
！

　

従
来
の
補
助
対
象
は
、
事
業
開
始
初
年
度

の
１
回
の
み
で
し
た
が
、
継
続
し
て
実
施
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
回
ま
で
採
択
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

※
年
度
ご
と
に
１
回
の
み
、
初
年
度
か
ら
起

算
し
て
５
年
以
内
。

※
ソ
フ
ト
部
分
の
補
助
率
・
補
助
金
額
は
、

１
回
目
が
10
／
10　

50
万
円
、
２
〜
３
回
目

が
２
／
３　

30
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
漁
船
建
造
に
係
る

利
子
補
給
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
で
漁
業
を
営
む
方
が
、
新
た
に

漁
船
を
建
造
す
る
際
に
金
融
機
関
か
ら
受
け

た
融
資
の
利
子
部
分
を
町
か
ら
補
給
し
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
詳

し
く
は
役
場
地
域
振
興
課
（
７
）
８
７
７
７

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

年
間
１
０
０
日
以
上
の
漁
業
活
動
を
行
う

漁
業
者
で
あ
る
こ
と
（
個
人
・
法
人
は
問
い

ま
せ
ん
）。

　
漁
船
建
造
の
た
め
に
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　

利
子
の
全
額
を
補
給
し
ま
す
。

　

※
た
だ
し
、
年
利
２
％
を
超
え
る
借
入
の

場
合
は
、
２
％
を
上
限
と
し
ま
す
。

　

年
度
ご
と
の
交
付
申
請
に
基
づ
き
、
前
年

の
１
月
〜
12
月
に
漁
業
者
が
支
払
っ
た
利
子

の
額
を
翌
年
の
３
月
末
日
ま
で
に
直
接
お
支

払
し
ま
す
。

　

事
前
に
、
町
か
ら
利
子
補
給
の
承
認
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
子
補
給
金
の

受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ
く
早
め
に

役
場
地
域
振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
こ
の
た
び
、
下
記
の
と
お
り
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

■
発
行
金
額
…
１
冊
１
万
円
。（
千
円
券
を
10

枚
、
５
０
０
円
券
を
４
枚
と
し
、
１
冊
に
つ
き

２
千
円
の
割
増
金
付
き
。）

■
発
行
限
度
額
…
１
人
２
冊
ま
で
（
２
万
円
※

た
だ
し
、
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
１
人
１
冊
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
販
売
期
間
…
平
成
27
年
５
月
12
日
（
火
）
〜

５
月
18
日
（
月
）。
事
前
に
地
区
回
覧
で
予
約

受
付
を
行
い
、
地
区
巡
回
販
売
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

■
利
用
期
間
…
平
成
27
年
５
月
12
日（
火
）〜
10
月
31
日（
土
）

■
購
入
対
象
者
…
西
ノ
島
町
内
に
居
住
す
る
方
で

す
。

■
利
用
商
店
等
…
本
町
の
事
業
所
（
取
扱
加
盟
店
の

み
）

　

ご
不
明
な
点
は
、
役
場
地
域

振
興
課
（
担
当
：
富
所
）（
７
）

８
７
７
７
ま
た
は
、
西
ノ
島
町

商
工
会
（
担
当
：
崎
津
）（
６
）

１
０
２
１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

見　本
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西
ノ
島
町
の
出
身
者
で
、
高
等
学
校
、
大
学
若

し
く
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校
に
入
学
（
在
学
）

し
、
向
学
心
を
有
す
る
者
で
経
済
的
事
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　

○
高
等
学
校　
　

    

月
額
２
万
５
千
円
以
内

　

○
高
等
専
門
学
校　

       

月
額
５
万
円
以
内 

　

○
大
学
（
短
大
、大
学
院
、専
門
学
校
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　

 

月
額
５
万
円
以
内

　

医
療
に
関
す
る
学
校
に
つ
い
て
は
入
学
金
を

加
え
ま
す
。
20
万
円
以
内

　

西
ノ
島
町
奨
学
資
金
貸
与
選
考
委
員
会
の
審

査
を
経
て
決
定
す
る
。（
予
算
の
範
囲
内
）

　

Ⅰ
．
年
２
回
に
分
け
て
貸
与

　

Ⅱ
．
返
還
の
始
期
は
卒
業
３
年
を
経
過
し
た

翌
年
か
ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
２
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
に
全
額
を
返
済

　

Ⅰ
．
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
、
薬
剤
師
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、

保
健
師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
等
に
つ
い
て
は
免
許
取
得
後
３
年

以
内
に
町
内
に
居
住
し
、
引
き
続
き
５
年
以

上
医
療
・
福
祉
等
に
従
事
し
た
場
合
は
返
還

を
全
額
免
除
。

　

Ⅱ
．
上
記
以
外
の
職
に
就
く
方
で
卒
業
後

３
年
以
内
に
町
内
に
居
住
し
、
引
き
続
き
５

年
以
上
従
事
し
た
場
合
は
返
還
を
２
分
の
１

減
免
（
公
務
員
は
除
く
。）

　

Ⅰ
．
西
ノ
島
町
教
育
委
員
会　

教
育
課

（
西
ノ
島
町
立
中
央
公
民
館
）

　

Ⅱ
．
西
ノ
島
町
役
場　

町
民
課
窓
口

　

Ⅲ
．
西
ノ
島
町
役
場　

別
府
支
所

　

提
出
先
：
右
記
３
か
所
の
窓
口

　

提
出
期
限
：
平
成
27
年
４
月
30
日
（
木
）

　

お
問
合
せ
先
：
西
ノ
島
町
教
育
委
員
会　

教
育
課(

６
）
０
１
７
１

　

本
町
で
は
、
畜
産
業
を
中
心
に
新
規
就

農
者
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

西
ノ
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
地

域
振
興
課
農
林
水
産
係
（
７
）
８
７
７
７

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

初
期
投
資
軽
減
を
目
的
と
し
、
新
規

就
農
者
の
繁
殖
牛
導
入
経
費
に
対
し
て

２
分
の
１
補
助
す
る
。

【
要
件
】
新
規
就
農
計
画
ま
た
は
半
農
半

Ｘ
実
践
計
画
の
策
定
者

導
入
開
始
か
ら
５
カ
年
間
（
１
経
営
体

あ
た
り
上
限
30
頭
ま
で
）

　

こ
の
他
に
、
同
じ
く
初
期
投
資
軽
減

の
た
め
、
平
成
26
年
度
に
町
有
牛
舎
を

新
規
就
農
者
用
に
改
修
し
ま
し
た
。

　

町
有
牛
舎
の
借
受
又
は
支
援
策
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
課
（
７
）

８
７
７
７
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

本
町
で
は
、
定
住
対
策
の
１
つ
と
し
て
、
助
成

金
制
度
の
一
部
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
家
賃
か
ら
、
事
業
主
等
よ
り
支
給
さ

れ
る
住
宅
手
当
を
控
除
し
た
額
が
、
４
万
円
を
超

え
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
そ
の
超
え
た
額
を
助

成
。（
変
更
点　

旧
：
５
万
円
・
新
４
万
円
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
課
（
７
）

８
１
３
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
町
内
の
福
祉
事
業
所
で
福
祉
業
務
に
従
事

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
就
業
一
時
金
36
万
円
、
引
越
し
費

用
15
万
円(

上
限)

、
計
51
万
円
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

【
要
件
】
①
福
祉
職
員
等
と
は
、
介
護
福
祉
士
、
介

護
支
援
専
門
員
、
看
護
師
、
作
業
・
理
学
療
法
士
、

保
育
士
で
資
格
を
有
し
て
い
る
者　

②
正
規
職
員

で
あ
る
こ
と　

③
西
ノ
島
町
で
初
め
て
福
祉
職
員

と
し
て
勤
務
す
る
者　

④
給
付
金
に
つ
い
て
、
福

祉
事
業
所
が
１
／
３
を
負
担

・
た
だ
し
、
就
業
後
３
年
以
内
で
退
職
し
た
場
合
３

年
に
満
た
な
い
月
数
×
１
万
円
の
２
／
３
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）
を
返
還

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
課
（
６
）

０
１
０
４
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


